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特定の技術シーズに集中投資する大学 ～山形大学～

特化した技術シーズによって、産業界を呼び込みイノベーションを創出

山形大学を中心に有機EL技術を核に
企業が集まっている
・ルミオテック株式会社（2008年設立）
三菱重工業、ローム、凸版印刷、
三井物産らによる合弁会社
・オーガニックライティング株式会社（2009年設立）

（出典：内閣府 第８回産学官連携推進会議Ⅵ分科会より抜粋（平成２１年６月））

（出典：経済産業省 福島・国際研究産業都市（イノベーション・コー
スト）構想研究会（第4回）配布資料より抜粋）
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地域イノベーションを創出する仕掛けづくり ～三重大学～

地域イノベーションの創出に特化した組織と、地域イノベーション人材の長期育成

出典：知的財産戦略本部 検証・評価・企画委員会 地方における知財活用促進タスクフォース 西村委員資料
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岩手銀行による産学連携を活用した地域産業活性化

文部科学省 科学技術・学術審議会技術・研究基盤部会
産学連携推進委員会産学官連携基本戦略小委員会（第1回,H22.4.26)

○学のシーズと金融機関の企業データとの連動による
ビジネス創出ビジョンを岩手大学と岩手銀行が共有
日本政策投資銀行を巻き込み、事業化支援に向け
「いわて産業連携推進協議会（リエゾンーI）」を設立
（平成16年5月）
平成26年2月の段階で、３金融機関、１０研究機関が
参画する産学官金連携組織。

○研究開発事業化育成資金を創設（平成16年11月）
＜目的＞
・県内企業の技術開発・商品開発のニーズと大学が有する
高度な技術開発シーズを共同研究等を通じマッチング
させることにより、中小企業の「高付加価値」を通じて
「事業の多角化」や「新たなビジネス創出」を積極的に
支援するもの。
・育成資金を呼び水として、大学にある「事業の芽」「技術
の種」を県内企業が事業化に向けて研究開発に積極的
に取り組むことを期待するもの。

○実績と効果
・助成実績は70件・9,400万であり、そのうち事業化・
商品化の成功は24件。
・産学官による地元企業育成を目指す銀行として県内
に広く認知される。
・育成資金贈呈先の事業化進展に伴う、次の融資取引
拡大につながっている。

一般社団法人 全国地方銀行協会 記載情報より編集
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我が国に眠っている知的財産権の活用

出典：知的財産戦略本部 地方における知財活用促進タスクフォース（第１回） 資料６
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地域に強みのある資源の産学連携による事業化
＜ガゴメ昆布＞ ＜海ぶどう＞

・北海道南部が唯一の生息域

文部科学省 科学技術・学術審議会
総合政策特別委員会 第5回（平成26年10月30日）抜粋

沖縄での

地域イノベーション戦略支援プログラム（成果事例集）平成23年度版より
内閣府再編集

北海道南部が唯一の生息域
真昆布に比べて利用価値が低かっただが、産学連携により
優れた栄養成分を含むことが判明。
これを抽出製品化することで自立した事業が形成されている。
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産業集積を活用 ～津山市～
市内に集積するステンレス加工業に対して重点的に資源配分し、段階的な地域一体的な取組（人材育成、
技術補完による共同受注など）により「日本のステンレス加工基地」として地場産業競争力の強化を実現

＜新技術・製品の開発＞

世界初
耐震耐久性を備えた
ステンレス製給排水継手

＜雇用・経済効果＞

＜地域一体でのステンレス技術人材育成カリキュラム＞

科学技術・イノベーション総合会議 地域資源戦略協議会 第9回(H27.2.19) 資料1-1を編集

＜事業の拡大＞
①事業拡大による新工場新設：5社
②補助金獲得による事業構造改革：
ものづくり中小企業小規模事業者施策開発支援補助金
2013年度：4社、2014年度：５社

ステンレス加工業者が60社以上集積
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